
ＣＬＴなど新たな木材需要の創出と
　　　地域の森林・林業を牽引する人材を考える

　九州森林管理局では、東京五輪の各種施設や中高層建築物の木造化など国産材の新たな需要が期待されるCLT（直

行集成板）の開発・普及、地域の森林・林業の牽引者となるフォレスターの現状等について、山佐木材株式会社の

佐々木幸久氏ならびに（株）自然産業研究所の田村典江氏を招いて特別講演を開催します。

　なお、この特別講演は、一般の方の参加も可能です。

特別講演

◆日時　：　平成 27年 11 月 18 日（水）
◆場所　：　九州森林管理局　2階　大会議室　（熊本市西区京町本丁 2番 7号）
◆内容　：　○開会　13：30
　　　　　　○特別講演
　　　　　 　　①日本型フォレスターの現状   　　　　　　　　　　（1 3 ：4 0 ～ 1 5 ：1 0 ）
　　　　　　　　　　　～６年間を振り返って～　　　　　　　　
          　　　　　　（株）自然産業研究所　上席研究員　田村　典江
   　　　　  　　②ＣＬＴなどの新技術　こんなことも木造で出来る    （15：30～ 17：00）
　　                            　　　～木材需要拡大で森林・林業を守る～ 
           　　　　　　山佐木材株式会社　代表取締役社長  佐々木　幸久
　　　　特別講演は、（一社）森林・自然環境技術者教育会のＣＰＤ認定プログラムとして申請予定です。
◆定員　：150 名（参加費無料）
◆主催　：九州森林管理局、九州フォレスター等連絡協議会

参加のお申込は、裏面へ

佐々木　幸久（ささき・ゆきひさ )
　昭和 21年鹿児島県肝属郡高山町生まれ。ラ・サール高校卒業、九州大学理学部中退。昭和 43年、山佐産業 (株 )

入社。山佐産業 (株 ) 代表取締役副社長を歴任し、昭和 62 年より山佐木材 ( 株 ) 代表取締役社長。(株 ) オンリー

ワン取締役会長。鹿児島県木材協同組合連合会副会長。日本ＣＬＴ協会理事。第 40 回グリーン賞、かごしま産

業経済大賞など受賞。

　CLT などの新技術　こんなことも木造で出来る
　　　　　～木材需要拡大で森林・林業を守る～

田村　典江（たむら・のりえ）
　兵庫県生まれ、京都市在住。農学博士。 京都大学大学院農学研究科修了ののち、（株）アミタ持続可能経済研
究所を経て、現職。平成 22年より継続して、林野庁委託事業である林業人材育成調査事業に主たる担当者とし
て従事。フォレスター制度創設の検討に関与したほか、准フォレスター研修修了者の追跡調査等を行ってきた。
その他、「森林・林業再生プラン実践事業」、「先進林業機械の導入・改良事業」、「先進的林業機械緊急実証・普
及事業」等に従事している。

　日本型フォレスターの現状　
　　　　　～ 6年間を振り返って～
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このまま
送信下さい。

お申込はＦＡＸ　096-326-7062
または電話で ℡：096-328-3624

所　　属
  ふ　り　が　な

氏　　名

貴社名

電話

備　　考

九州森林管理局　技術普及課

特別講演　参加申込

お問合せ：九州森林管理局　技術普及課　猪島（イジマ）

※　複数名で申し込まれる場合は、代表者の備考欄に○を記入して下さい。


